平成　　年　　月　　日（　　）

道徳　本日のテーマ～日本人としての自覚・優れた伝統の継承と新しい文化の創造

　　　　　「小林賢太郎テレビ～ポツネンと日本語」を視聴して
2月11日は「建国記念の日」です。「建国をしのび、国を愛する心を養う」と定められた国民の祝日です。そこで本日は、日本語の奥深さ・すばらしさを考えてみたいと思います。まずは、新聞に投書された次の文章を読んでください。

　　　「表現の豊かな日本語面白い」　　大学生　（埼玉県川口市 21歳）
私の大学に来ている留学生の友だちと夕食を一緒にした時、会話の中で、言葉の表現について面白い、と思うことがあった。中国からの留学生の１人が「今日は寒い」と言いながら、同時に水の入ったコップをさわり、こちらも「寒い」と言った。彼女は間違いに気づき、「水は『冷たい』だね」と言い直した。中国語では、「寒い」「冷たい」の区別をせずに話すことが多いという。英語でも同様のようで、カナダからの留学生は全部「ｃｏｌｄ」を使うと言っていた。また彼は、英語では服を「着る」も、帽子を「かぶる」も、時計を「つける」も、ズボンを「はく」もすべて「ｐｕｔ ｏｎ」と教えてくれた。私は日本語の表現の多様さを面白いと感じた。細かな気持ちや状況を伝えるには日本語の何げない表現の豊かさが生かされるのだと感じ、日本語が少し誇らしくなった。近年、日本人の日本語の語彙が乏しくなってきたと言われるが、きっと日本語を豊かに使いこなせた方が、日本人として楽しく生きていけると思う。表現豊かな日本人になりたいと思った。（平成19年11月11日 朝日新聞）

　　「４文字略語は不思議な暗号」　　留学生（千葉県柏市　25歳） 

韓国から日本に来てまだ３カ月ですが、一番不思議に思うのは言葉を何でも４文字に略そうとする日本人の習慣です。長い言葉を短くして使うこの「４文字略語」はデパチカ、デジカメ、コンビニなど数えきれないほどたくさんあります。韓国にも「一石二鳥」のような中国由来の四字熟語はありますが、外来語を略して４文字にする習慣はありません。日本人の友だちは「４文字の方が安定感があるかな」と言いますが、これは日本だけの独特な文化かもしれません。私から見る日本人はとてもきれい好きで、物事をきちんと整理しておきたがります。家に入る時は靴をそろえ、自分が座った机のいすは元に戻します。それと同じように、言葉を４文字という形にするのが心地よいと感じるのでしょう。ついこの前「セカチュー」という略語も聞き、日本語はやはり面白いと思いました。日本だけにあるこのかわいい４文字の暗号を、もっともっと勉強して知りたいと思いました。（平成20年7月6日 朝日新聞）

日本語は、ひらがな・カタカナ・漢字という３種の文字に加え、尊敬語や謙譲語など、世界でも類を見ない難しい言語だと思います。国語が苦手、という人も多いかもしれません。ですが、投書にも見られるように、味わい深い日本語の奥深さは世界に誇る日本の文化ではないでしょうか。日本語をテーマにしたお笑い番組を視聴し、日本語のすばらしさを考えてみることにしましょう。

1． 番組を視聴し、特におもしろかったところをあげてください。

2． 日本語のすばらしさはどんなところだと思いますか。

３．最近の日本語や話し言葉などについて、これは良くないな、と感じることがあったらあげてください。

4． あなたの好きな日本語は何ですか。いくつかあげてください。（ぜひ大切にしていきましょう）

５．本日の授業を通して、日本語について考えたことや日本語に対する自分の思いを書いてください。
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